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真田幸村公直系、仙台真田氏に伝来する
幸村公愛用の遺品、特別公開！

入場無料

4月21日（日）～6月30日（日）
午前９時～午後５時最終日は午後３時閉館

【休館日】4/22,30,5/7,13,20,27,6/3,10,17,24

平成２５年【期間】

（ございんホール　 ☎0224－33－3831）

【会場】宮城県蔵王町
蔵王蔵王町ふるさ町ふるさと文化会館  展示室と文化会館  展示室
（愛称：ございんホール） 蔵王町役場向い  ☎0224－33－2018（愛称：ございんホール） 蔵王町役場向い  ☎0224－33－2018
蔵王町ふるさと文化会館  展示室
（愛称：ございんホール） 蔵王町役場向い  ☎0224－33－2018

【会場】宮城県蔵王町

※臨時の小規模展示スペースでの開催と
　なります。あらかじめご了解下さい。
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主催：蔵王町教育委員会
共催：蔵王町・蔵王町観光協会　後援：東日本旅客鉄道株式会社仙台支社　協賛：蔵王町物産振興協会

〒989-0892　宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦北 10（蔵王町役場内）
☎０２２４‐３３‐３００８　　（公式HP）http://www.dokitan.com/

特別展開催記念 仙台真田氏歴史講演会仙台真田氏歴史講演会仙台真田氏歴史講演会仙台真田氏歴史講演会仙台真田氏歴史講演会
【講 師】真田　徹 氏（真田幸村公十四世・仙台真田氏当主）
【演 題】家伝の名宝が語る、真田幸村公と仙台真田氏

【会場】蔵王町ふるさと文化会館　ホール

入場無料
先着４００名様（予約不要）

お問合せ：蔵王町教育総務課 ☎0224－33－3008

【期日】４月２１日（日）10時30分開演（10時開場）

上左：真田幸村公所用六文銭旗
上右：真田幸村公肖像
左　：真田大八君所用文箱
（すべて真田徹氏所蔵）

真田幸村公所用具足（真田徹氏所蔵）真田幸村公所用具足（真田徹氏所蔵）真田幸村公所用具足（真田徹氏所蔵）

『特別展  仙台真田氏の名宝』見学
＋

『仙台真田氏歴史講演会』予約席にて聴講
＋

『ご当主・真田徹氏と行く、　　　
　　仙台真田氏史跡めぐり』

JR東日本仙台支社による

真田づくしのバスツアー

この枠内は JR 東日本仙台支社が企画するバスツアーの紹介です。詳
しくは JR 東日本仙台支社管内の主な駅で配布される『駅長オススメ
の小さな旅＆小さな旅行プラン』パンフレットをご覧下さい。

これがスペシャル！

４月２１日、実施！！
真田幸村14世真田徹氏と行く真田氏名宝展記念講演会と史跡巡り 



仙台真田氏の歴史に親しむ講演会・歴史対談を開催！ぜひご参加下さい！仙台真田氏の歴史に親しむ講演会・歴史対談を開催！ぜひご参加下さい！仙台真田氏の歴史に親しむ講演会・歴史対談を開催！ぜひご参加下さい！

【講 師】真田　徹 氏
　　　（真田幸村公十四世・仙台真田氏当主）

【演 題】家伝の名宝が語る、
　　　真田幸村公と仙台真田氏

【会場】蔵王町ふるさと文化会館　ホール

入場無料・先着４００名様（予約不要）
お問合せ：蔵王町教育総務課　☎0224－33－3008

【期日】４月２１日（日）10時30分開演（10時開場）

特別展開催記念

仙台真田氏  歴史講演会歴史講演会仙台真田氏仙台真田氏  歴史講演会歴史講演会仙台真田氏  歴史講演会
【講 師】真田　徹 氏
　　　 （真田幸村公十四世・仙台真田氏当主）

     小栗さくら 氏
　　　 （歴者アーティスト さくらゆき ボーカル）

【テーマ】真田とさくら、真田を語る
　　  　 ～真田一族よもやまばなし～

【会場】蔵王町ふるさと文化会館　ホール

入場無料・先着４００名様（予約不要）
お問合せ：蔵王町教育総務課　☎0224－33－3008

【期日】６月９日（日）午後１時３０分開演（1時開場）

ふるさとの歴フェス『仙台真田2013IN 蔵王！』

仙台真田氏歴史対談歴史対談仙台真田仙台真田氏歴史対談歴史対談仙台真田氏歴史対談

仙台真田氏の名宝仙台真田氏の名宝
仙台・宮城デスティネーションキャンペーン開催記念特別展

SENDAISANADA
The descendant of “Hinomoto-ichi no Tsuwamono” in Zao

　慶長 20 年（1615）5 月７日、徳川家と豊臣家との決戦・大坂夏の陣で、一人の武将が激闘の末に命　慶長 20 年（1615）5 月７日、徳川家と豊臣家との決戦・大坂夏の陣で、一人の武将が激闘の末に命

を散らしました。人々は、彼の戦ぶりを讃えて『日本一の兵』の二つ名を贈りました。武将の名は真田を散らしました。人々は、彼の戦ぶりを讃えて『日本一の兵』の二つ名を贈りました。武将の名は真田

幸村。その生き様は 400 年の時を超えて、私たちの心に深い感銘を与え続けています。幸村。その生き様は 400 年の時を超えて、私たちの心に深い感銘を与え続けています。

　大坂落城とともに絶えたと思われていた幸村の血脈。しかし幸村の次男・大八は戦火をかいくぐり、　大坂落城とともに絶えたと思われていた幸村の血脈。しかし幸村の次男・大八は戦火をかいくぐり、

密かに白石城主・片倉小十郎重綱に養育されていたのです。成長した大八は真田守信と名乗り、仙台藩密かに白石城主・片倉小十郎重綱に養育されていたのです。成長した大八は真田守信と名乗り、仙台藩

主伊達家の直臣となって現在の宮城県蔵王町矢附・曲竹地区に領地を得ました。蔵王町は、主伊達家の直臣となって現在の宮城県蔵王町矢附・曲竹地区に領地を得ました。蔵王町は、

幸村の血脈が伝えられた真田ゆかりの地なのです。幸村の血脈が伝えられた真田ゆかりの地なのです。

　本展では、仙台真田氏当主・真田徹氏のご協力により、仙台真田氏に伝来する貴重な　本展では、仙台真田氏当主・真田徹氏のご協力により、仙台真田氏に伝来する貴重な

歴史資料を特別公開します。歴史の荒波をかいくぐり、現代まで受け継がれてきた幸歴史資料を特別公開します。歴史の荒波をかいくぐり、現代まで受け継がれてきた幸

村とその末裔たちの息遣いを感じ取って下さい。村とその末裔たちの息遣いを感じ取って下さい。

　慶長 20 年（1615）5 月７日、徳川家と豊臣家との決戦・大坂夏の陣で、一人の武将が激闘の末に命

を散らしました。人々は、彼の戦ぶりを讃えて『日本一の兵』の二つ名を贈りました。武将の名は真田

幸村。その生き様は 400 年の時を超えて、私たちの心に深い感銘を与え続けています。

　大坂落城とともに絶えたと思われていた幸村の血脈。しかし幸村の次男・大八は戦火をかいくぐり、

密かに白石城主・片倉小十郎重綱に養育されていたのです。成長した大八は真田守信と名乗り、仙台藩

主伊達家の直臣となって現在の宮城県蔵王町矢附・曲竹地区に領地を得ました。蔵王町は、

幸村の血脈が伝えられた真田ゆかりの地なのです。

　本展では、仙台真田氏当主・真田徹氏のご協力により、仙台真田氏に伝来する貴重な

歴史資料を特別公開します。歴史の荒波をかいくぐり、現代まで受け継がれてきた幸

村とその末裔たちの息遣いを感じ取って下さい。

4月21日（日）～6月30日（日）
午前９時～午後５時（最終日は午後３時閉館）
休館日：4/22,30,5/7,13,20,27,6/3,10,17,24

平成２５年【期間】

蔵王町ふるさと文化会館  展示室
（愛称：ございんホール）

【会場】宮城県蔵王町

蔵王町円田字西浦 5（蔵王町役場向い）
 ☎0224－33－2018

主催：蔵王町教育委員会  （教育総務課文化財保護係）
〒989-0892　宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦北 10　☎0224-33-3008

真田幸村公所用具足　（真田徹氏所蔵）真田幸村公所用具足　（真田徹氏所蔵）真田幸村公所用具足　（真田徹氏所蔵）片倉 ( 真田）守信君肖像（真田徹氏所蔵）
入場無料

○本施設は博物館ではありません。臨時の小展示会場での開催となります。
○展示資料は全 8 点を予定（予告なく変更となる場合があります）。

あらかじめ
ご了解下さい


